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自治体（都道府県，市町村）
レベルで影響評価と総合的適応
政策に関する研究（テーマ２）

アジア太平洋地域における

 脆弱性及び適応効果評価指

 標に関する研究（テーマ３）

詳細な評価結果

S-8での国環研の役割
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S-4シナリオの規約

シナリオ１ シナリオ２

気候モデル MIROC3.2hires MRI CGCM2を

 
力学的ダウンスケール

排出シナリオ A1B A2

期間 2031‐2050, 2081‐2100

空間解像度 110km x 110km 20km x 20km

気候モデルによる予測に

 は不確実性がある。複数

 の気候モデルを使って、

 予測の幅を示すべきであ

 る。

20km でも粗く、気候モデ

 ル出力のバイアスは無視

 できない。必須のデータ

 操作が任意で、シナリオ

 の共通性が損なわれる。

社会経済的情勢の変化

 は当然結果に作用する。

気候予測情報の指定

気候予測情報の利用方法
・ダウンスケール：

 
任意（⇔1kmx1km）

・バイアス補正：

 
任意

社会経済
・人口想定：

 
任意（⇔現状固定）

・土地利用想定：

 
任意（⇔現状固定）

S-4（2005-2009）シナリオとその反省



S-8シナリオの規約

基準 シナリオ１ シナリオ２ シナリオ３ シナリオ４

気候モデル NIAES AMeDAS MIROC3.2hires MRI CGCM2 .3.2 GFDL‐CM2.1 CSIRO‐MK3.0

排出シナリオ 観測値 A1B

期間 1981‐2000 2031‐2050, 2081‐2100

空間解像度 1km x 1km 110km x 110km 280km x 280km 250km x 200km 190km x 190km

気候予測情報の指定

気候予測情報の利用方法
・ダウンスケール：

 
線形内挿を推奨

・バイアス補正：

 
スケーリング法を推奨

社会経済
・人口想定：

 
1kmx1km解像度、５年おきに2100年まで作成

・土地利用想定：

 
1kmx1km解像度、５年おきに2100年まで作成

5

S-8（2010-2014）シナリオ（第1版）の概要



1.

 
Gleckler et al. (2008)のModel Climate 

 Performance Indexの上位半分を抽出

2.

 
日本域の気温変化がばらつきの①上限、②上

 位1/3、③下位1/3、④下限に近いものを抽出

3.

 
同じく日本域の降水変化率がばらつきの①上

 限、②③下位1/3、④下限に近いものを抽出

4.

 
これらを満たすモデルを選択。

MIROC3.2hires
GFDL CM2.1
MRI CGCM2.3.2
CSIRO MK3.0

気温変化（℃） 降水変化率（％）

Gleckler

 

et al. (2008)

S-8シナリオ第1版での気候モデル選定の根拠



気候予測研究と影響評価研究の連携
－

 
気候シナリオ利用タスクグループ

 
－

2005   2006   2007   2008   2009   2010   2011   2012   2013   2014

気候予測 (文部科学省プロジェクト)

S-4

S-5

革新ﾌﾟﾛ

AR5AR4

(2002-2006)

影響評価 (環境省プロジェクト)

・

 

100km AO-GCM by CCSR/NIES/FRCGC (-2100)
・

 

20km   タイムスライス実験 by MRI/JMA
共生ﾌﾟﾛ

・

 

[長期] 280km 地球システムモデル by FRCGC (-2300)
・

 

[近未来] 50km AO-GCM by CCSR/NIES/FRCGC (-2030)
・

 

[極端現象] 20km タイムスライス実験 by MRI/JMA

・

 

気候シナリオの空間ダウンスケーリング (with RCM / SD) 
・

 

社会経済シナリオのダウンスケーリング (全球)
・

 

分野別影響評価（全球）
・

 

一般市民・企業とのリスクコミュニケーション

・日本・アジアの分野別の影響・適応評価

気候シナリオ利用
タスクグループ

・

 

データ交換のコーディネート
・

 

気候ｼﾅﾘｵ利用ﾉｳﾊｳの共有

S-8


	S-8プロジェクトでの共通利用�シナリオの検討について
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7

